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4)丸柄珠樹 ･森 梅代 :カメルーンにおけるド
リルの生態調1f｡邦18回日本アフリカ学会
(1981)
5)丸橋珠樹 ･森 梅代 '.カメルーンに生.臥する
ドリル (Mandn'lusleucophaeus)の採企生
態について.第28回日本生態学会 (1981)



























































































































学 会 発 表
1)大鵜 沼 :繁姑の韮礎｡日本実験動物学会節
29回談話会シンポジウム (1982)
2)小野内常子 ･加藤l旧三 ･大島 桁 ･大内慶子



















景山 m ･中村 仲1'
践岡一雄
研 究 概 要
1)生理活性ペプチドの生成 ･分解に関与するプ
ロテアーゼの検索と性状の解明
高 橋 健 治
前年皮にひき続き,脳組織および脳下垂体巾の
トリプシン様プロテアーゼの分別 ･iJ7･割と性状の
検索を進めた.3)
1) 外同山弓糾)(1980-1982｡アメリカ合粍国,
ジョンズホプキンス大学 ･医学部)｡
2)教務職n.
3)森山昭彦 (名Tfl大 ･医)との協同研究｡
2)霊長柄の解む酵素に関する研究
浅岡一雄 ･高橋健治
上記研究の一環として.ニホンザル腎臓のグル
タチオンS-アリー ル幸云移酵素活性について,基
Tf特只性.印差Tpの比較測定を行なったo肝酵素
と比較して.益田竹光他については有意の差異が
みられた｡また性詔はあまり抑野ではなかった｡
また.サル醇采との比較のEl的で.ブタ脳のグル
タチオンS-アリー ル蛇移枠累を分別,精到し訪一
性状を明らかにした｡
3)ペプシノーゲン迫伝子の梢道と発現械柄に関
する研究4)
十川和fiJIS･)市原馴 口6･)fWi雌治
ヒト迫伝子ライブラリー よりペプシノーゲン退
伝子をll.離し,その梢出解析を行なった｡この結
只.この泊伝子はペプシノーゲンAの迫伝子であ
り.8偶の介在配列で分離された9個のエクソン
からなることが判明した｡Maxam-Gilbert法に
より.エクソン部分の全塩基配列を決定し,プロ
モータ 領ー域を含むペプシノーゲン迫伝子の性状
を明らかにした｡またこの塩基配列からヒトプレ
ペプシノーゲンAの全アミノ酸配列を推定した｡
4)ペプシノーゲン前駆体の性状の研究
市原皮相･十川和博 ･高橋健治
ペプシノーゲンmRNAを含むRNA分画を胃
粘膜より柚ILiL,コムギ旺芽無細胞蛋白生合成系
で翻訳させた｡生合成耗物よりプレペプシノーゲ
ンを_r‡i離し,そのアミノ貼末9.Lt'uのシグナル配列の
一次構造をラジオシークエンス紘により決定した
シグナル配列は15践誠 (ヒト)一班誠 (ラット)
からなり,疎水性アミノ酸.特にロイシン残基に
富む特徴的配列を有することが判明した｡
5)組織中の五日分解糖穀の性状の研究
市原庄和 ･高橋健治
上記研究の一環として,ニワトリ発生過程にお
ける数和アミノペプチダーゼ及びカテプシンDの
活性の変動を各種筋組織 (骨格筋,胸筋,心筋,
砂袋筋)について比較検索した｡この結果,特に
カテプシンDについて,ふ化前後での変動が大き
いことが知られた｡
6) カニクイザルの異常ヘモグロビン
4)藤井義明 (癌研究所)らとの協同研究｡
5)研修員｡
6) 研修員｡
